


３．事後評価の実施

（１）　実施時期

（２）　評価の方法

４．総合的な所見

５．各目標の達成状況

（１）　公立の義務教育諸学校等施設の老朽化対策を図る整備

【目標の達成状況】 目標を達成した　／　達成できなかった

【所見】

（様式２）

本市では事業実施計画策定段階で500万以上の事業については、指標の設定、事後評価を義務
付けており、事業完了後は評価等の結果を情報公開する。

施設整備計画に計画した事業については、計画どおり実施できた。
特に、加布里小学校の大規模改造（老朽）事業については、児童・生徒・教職員等から高い評価を
受けており、効果を上げていると言えるが、他の学校において今後も計画的かつ効率的な老朽化
対策を引き続き実施していくことが必要である。

令和元年5月  事後評価を決定
令和元年10月 担当部局による施策評価報告書の作成

加布里小学校は築39年が経過しており、施設の老朽化が著しく、施設状況としては十分と言えな
かったが、本事業の完了により、事故を防止し、児童・生徒・教職員等の安全を確保すると共に、良
好な学びの環境を提供することが実現した。



（２）　地震、津波等の災害に備えるための整備

【目標の達成状況】 目標を達成した　／　達成できなかった

【所見】

（３）　防犯対策など安全性の確保を図る整備

【目標の達成状況】 目標を達成した　／　達成できなかった

【所見】

（４）　教育環境の質的な向上を図る整備

【目標の達成状況】 目標を達成した　／　達成できなかった

【所見】

（５）　施設の特性に配慮した教育環境の充実を図る整備

【目標の達成状況】 目標を達成した　／　達成できなかった

【所見】

６．改築後の危険建物等のとりこわし状況

深江小学校は校区の一次指定避難所としての機能を有しており、本事業の空調機更新を実施し、
避難所としての機能を強化することができた。



（様式３）

７．事業ごとの実施状況

(実施しなかった場合）

事業単位
建物
区分

構造
区分

全事業期間
（契約～完成）

未実施の理由・今後の対応予定等

加布里小学校（Ⅱ期工事） （１） 06 大規模改造（老朽） 校 Ｒ H29.9～H31.3 H31.3

深江小学校 （２） 07 大規模改造（空調） 校 - H30.7～H30.9 H30.9

学校等の名称
事業
区分

目標
備考

（改築事業は、旧施設の
とりこわし時期を明記）

整備方針

事業完了
年月日


